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Abstract Spermatogonial and spermatocyte chromosomes of seven Theclini species were exam- 
ined with the squash, paraffin section and Crozier techniques. The diploid chromosome number 
(2n) was found from 36 to 48 for Antigius butleri, Strymonidia pruni, Shirozua jonasi, 
Chrysozephyrus hisamatsusanus and Chrysozephyrus nishikaze. The haploid chromosome number 
(n) was from 21 to 24 (Shirozua jonasi, Artopoetes pryeri, Strymonidia pruni, Tratsume orsedice 
and Chrysozephyrus nishikaze). 
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シジミ チョ ウ 科 に お ける 染色 体調 査 は 100 種 近く に まで 及 ん だ . し か し シジミ チョ ウ 科 全体 か ら 見 
る と ほん の 一 部 に し か 過ぎ ず , 核 型 か ら の 系 統 解 析 も 手 着 か ず の 状態 で ある . COO Fe RISA 
を 除い て , 点 状 ま た は 球状 で あり , し か も 減数 分 像 に お ける ヵ の 上 染色体 の 観察 が 主 で ある . BEKO 
形態 に よる 核 型 の 比較 が 困難 で あり , 時 に マー カー と な る 大 型 の 柴 色 体 や , 小型 の よく 目立つ 染色 体 
が 分 析 に 加わ る 位 で 染色 体 数 が 調査 の 主たる 対象 だ っ た の で , 系 統 を 考え る 上 で 役立つ こと が 少な 
か っ た . 


シジミ チョ ウ 科 の 菜 色 体 数 が 報告 され た も の の うち 一 番 染 色 体 数 の 多い 種 は Lysadra atlantica n, 
217-223 (Lesse, 1970) で あり , 最小 は Agrodiaetus phyllis n, 10 (Lesse, 1958) で ある . また シジミ チョ ウ 
科 に お ける 最 疾 染色 体 数 (modal number) lin, 24 と 考え られ , 報告 され て いる シジミ チョ ウ 類 の お よ 
そ 半 数 が n, 24 で ある . 


蝶 に お ける 上 染色体 研究 は , 主として 押し つぶ し 法 や パラ フィ ン 切 片 法 に より 生殖 細胞 形成 過程 の 減 
数 第 1 分 裂 及 び 第 2 分 裂 に よる ヵ の 柴 色 体 の 観察 に より 行わ れ て きた . 著者 は , 上 記 方 法 で ぁ の 柴 色 
体 に つい て 既に 報告 され て いる ウス イロ オナ が ガ シジミ Antigius butleri n, 18 (Saitoh et al., 1975), ヒサ 
マツ ミド リ シ ジ ミ Chrysozephyrus hisamatsusanus n, 24 (Saitoh et al., 1974b), リン ゴ シ ジ ミ Strymonidia 
pruni n, 23 (Lesse 1952, 1960; Beliajeff, 1930; Saitoh et al., 1974a) の 3 種 に つい て は 精 原 細 胞 に よる 2z 
染色 体 の 知見 を 加え る と 共に , 新 し く ウ ラ ゴ マ ダラ シジミ Artopoetes pye7. ム モン アカ シジミ 
Shirozua jonasi, カラ クロ シジミ Iratsume orsedice, ニシ カゼ ミド リ シ ジ ミ Chrysozephyrus nishikaze の 4 


種 に つい て 新知 見 を 報告 する . 
























































材料 と 方 法 

















ウラ ゴマ ダラ シジミ , ウラ クロ シジミ は 野外 で 幼虫 を 採集 し , 室内 で 飼育 し て 得 た 幅 を 使用 し た . = 
シカ ゼミ ドリ シジミ は 越冬 卵 を 飼育 し た 映 を 使用 し , ム モ ン ア カシ ジミ , ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ , リ 
ン ゴ シジミ は 野外 で 採集 し た 成虫 を 使用 し た . これ ら の 材料 か ら 精 巣 を 取り 出し , 以下 の 3 方 法 に ょ 
り 顕微 鏡 和 観察 を し た . 材料 の 採集 デー タ , 採集 地 , 使 用 し た 発育 ステ ー ジ , 実験 方 法 を Table 1 に 示し た . 
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Table 1. Species and chromosome numbers of seven Theclim lycaenids. 















































species date locality specimens examined method chrom. no. & references 
ウラ ゴマ ダラ シジミ 1962 Jun, 青森 県 東 津軽 郡 蟹田 町 進 田 2P sq ヵ 23 

Artopoetes pryeri paraf. 

ム モ ン ア カシ ジミ 1975 Aug. 青森 県 中 郡 岩 木町 岳 温 泉 1A sq. 2z42 

Shirozua jonasi 1999 Aug. 青森 市 田代 平 2A Cro. n, 21 











2000 Aug. 青森 県 中 群 岩 木町 后 温 泉 2A Cro. 
2001 Aug. 青森 県 中 群 岩木 町 績 温泉 4A Cro. 
ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ 2000Jul. 青森 県 中 群 岩 木町 岳 温 泉 4A Cro. 2n, 36 


















































Antigius butleri (n, 18, Saitoh et al., 1975) 

ウラ クロ シジミ 1984 May 弘前 市 座頭 石 2P sq. on, 24 

Tratsume orsedice 

ニシ カゼ ミド リ シ ジ ミ 1995 AAEE TEREE 2P Cro. 2n, 48 

Chrysozephyrus nishikaze n, 24 

ヒサ マツ ミド リシン ジミ 1994 静岡 市 大 河内 渡 本 2P Cro. 2n, 48 

C. hisamatsusanus (n, 24, Saitoh et al., 19746) 

リジン ゴ シ ジ ミ 2000 Jun. 北海 道上 川町 2A Cro. 2n, 46 

Strymonidia pruni (n, 23, Lesse, 1952, 1960; 
Beliajeff, 1930; Saitoh et 
al., 1974a) 





P: pupa, A: adult, sq.: squash method, paraf.: paraffin section, Cro.: Crozier method. 











方 法 1: パラ フィ ン 切 片 法 : 精巣 を PFA 3 液 で 固定 , 通常 の パラ フィ ン 切 片 法 で 10 um の 連続 切片 を 作 
り , ハイ デン ハイ ン 鉄 へ マト キシ リン 染色 を する 一 パラ フィ ン 法 と 省略 する . 

方 法 2: 押し つぶ し 法 : 酢酸 オル セイ ン で 固定 , 染色 後押し つぶ し を する . 

方 法 3: クロ ー ジ ア (Crozier) 法 : 精巣 を 20 分 室温 で 水 処理 . カル ノア 液 (酢酸 1: メタ ノー ル 3) で 30 分 

固定 後 ス ライ ドグラ ス に の せ , 50% 酢 酸 を 2-3 滴 加え ピン セッ ト で つま むように し て 精巣 を 破砕 。 

さら に カル ノア 液 を 加え て スラ イド グラ ス を 傾け 細胞 を スラ イド グラ ス 上 に 拡げ , そ の まま 空気 

で 乾燥 する (Crozier, 1963). こう し て 作っ た プレ パラ ー ト を 6% ギ ム ザ 液 で 25 分 染色 . 


Ditto E, 15 x 100 で 写真 撮影 を した. パラ フィ ン 法 と 押し つぶ し 法 で は 減数 第 1 (以後 M1 と 
省略 する ) 及び 第 2 分 像 (M2 と 省略 ) に よる ヵ の 柴 色 体 に つい て , タク ロー ジア 法 で は M1, M2 の 他 に 精 
FMI OBIS KS (G LRR) 2z の 柴 色 体 に つい て , 染色 体 数 , 染色体 の 形 や 大 き さ な ど に つい て 
観察 し た . し か し クロ ー ジ ア 法 で は M2 は 側面 観 が 多く , 染色 体 の 重なり が あり 写真 で 示す の は 難し 
か っ た . 





































































































観察 結果 











クタ クロー ジア 法 で は G に お ける 2n の 柴 色 体 , M1, M2, ヵ の 栄 色 体 が 観察 きれ た . 押し つぶ し 法 , パ ラフ ィ 
ン 法 で は , M1, M2 が 観察 され た . 蝶 類 の 柴 色 体 は 例外 を 除き 点 状 また は 椿 円 形 で ある が . クロ ー ジ ア 
BEC ED G, In OREORE IKEDE TRER (U DID F また は 短 棒 状 の も の が 認め られ た . 


























ウラ ゴマ ダラ シジミ Artopoetes pryeri 


上 嵐 を 使っ た 1962 年 の 観察 結 果 で ある . この 頃 の 染色 体 の 報告 は カラ メル シダ を 使っ て スケ ッ チ し . 
原図 を 作成 する こと が 慣わし で あっ た の で スケ ッ チ は 沢山 残 き れ て いた が 写真 は 参考 の た め に 撮影 


し た MI 数 細胞 し か 残っ て いな い . 押し つぶ し 法 に よる MI1 (Fig. la) と その スケ ッ チ (Fig. 1b), パラ 
フィ ン 法 に よる MI Fig, 10) を 示し た - n, 23 で , KUO MEM MM (短い バー で 示す ) を 含む . 



























































く 見 える 焦点 の と ころ で スケ ッ チ し た の が 1b で ある . 写真 で は 全て の 菜 色 体 が 見 える 位置 で 撮影 き 
れる か ら , 柴 色 体 の 大 き さ 等 は 実際 に 観察 され る も の と は 異な る こと が ある . スケ ッ チ で 示さ れる ご 
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Figs 1-5. Chromosomes of some Theclini species. 1. Artopoetes pryeri (a: M1 n, 23, 押し つぶ し 
法 : b: 同 . ス ケッ ナチ :c: Min, 23,7059 7 7 VIF). 2. Shirozua jonasi (a: G 2n, 42, クタ ロー 
ジア 法 : b: MI vn, 21, クロ ー ジ ア 法 ; c: M2n, 21, クタ ロー ジ ア 法 ). 3. Antigius butleri G 
2n, 36, ク ロー ジア 法 . 4. Iratsume orsedice M1 n, 24, 押し つぶ し 法 . 5. Chrysozephyrus 
nishikaze (a: G, 2n, 48, クロ ー ジ ア 法 ; b: MI, n, 24。 ク ロー ジア 法 ). Scale bar=ca 5 ym. 















































と く , 本 種 の 染色体 は , n 23, 特に 大 きい 1 個 と 次 に 大 きい 3-4 個 , 中 型 の 5-7 個 , 点 状 小型 の 7-8 個 が 
観察 され る が , 切る 位置 や 押し 方 に より , 紫色 体 の 形 が 少し ずつ 異な る . し た が っ て 大 き さ に よっ て 
各 ク ラス に 入る 染色 体 を 特定 で き な か っ た . 















































ム モ ン ア カシ ジミ Shirozua jonasi 


クロ ー ジ ア 法 に よる .G で は 2z, 42 Fig. 2a) で ある . 染色 体 の 形 が 折れ 曲がっ た り 細 胞 に よっ て 異な 
り 一 定 し な い . 2-3 箇所 に くびれ が 見 られ る 長大 な 1 対 (矢印 ) と 以下 連続 し て 大 きき さ の 異な る 短 棒状 
か ら 椿 円 形 の 柴 色 体 を 含む . 長大 な 1 対 に 続く 次 に 大 きい グル ー プ は 6-7 対 , その 次 の 大 きき は 連続 
的 で 数 を 決め に くく , 一 彼 小 さい グル ー プ は 12-14 本 が 認め られ た . MI (Fig. 2b), M2 (Fig. 2c) は ぁ 21, 
一 番 大 きい 1 個 (矢印 ), 以下 少し 大 きい 6-7, 小型 8 を 含み , あと は 中 型 で ある . M2 は 側面 観 が 多く 
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Figs 6-7. Chromosomes of two Theclini species. 6. Chrysozephyrus hisamatsusanus (a: G, 2n, 48, 
クロ ー ジ ア 法 : b: 同じ も の の 拡大 : c: E, ROJA; d: 同 , n, 24). 7. Strymonidia pruni 
G, 2n, 46, クタ ロー ジア 法 . Scale bar=cg 5 um. 














大 型 の 1 個 (矢印 ) が 区 別 で きる . 





観察 細胞 数 は G, 52 細胞 , M1, 123, M2, 65 で ある が ,6 マ 間 で 柴 色 体 数 が 異な る 衣 























H 胞 は な か っ た . 
染色 体 全体 が 大 きい こと も 本 種 の 特徴 で ある . 本 種 は 成虫 の 精巣 が 大 きく , 成虫 の 精巣 で 各種 細胞 分 
BLIBFAF DILTWS!. 





ウス イロ オナ ガン ジミ Antigius butleri 











G に お ける 2 ヵ の 染色 体 は 2z, 36 (Fig. 3) で ある . 特に 大 きい 1 対 は , 前 の 種 同様 2 筒 所 に くびれ 構造 が 
認め られ る . この 2 個 の 他 に 大 型 4-6, 中 型 8-10, 小型 18 個 位 に 分 ける こと が 出来 る が , 大 き さ の 差 は 
連続 し て いる . 大 型 , 中 型 の 紫色 体 は 前 種 同様 分 像 の 前 期 か ら 前 中 期 で ひも る 状 , 棒状 また は 長橋 円 形 
CH), PHOS OdSMABRCAIRE CIRE Cloaks. この 傾向 は , 中 期 の 落 縮 し た 染色 体 で も 
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は っ きり し て いる . 本 種 に つい て ena と か ら . 前 , Ap を は っ きり させ た いと 多 
数 の 個体 に つい て 調査 し て きた . し か し G に お ける 2z の 染色 体 父 に は 各 細 胞 ご と に 変化 が あり , 折 
れ 曲 が っ て 一 定 の 核 型 を 作る こ eee た . 前 種 同様 成虫 で も 精子 形成 が 行わ れ , 精巣 も 大 き 
く , 染色 体 も 大きい. 


Saitoh et al. (1975) に よる ヵ , 18 の 報告 が あり , 本 結果 と 一 致す る が , 2n, 36 は 新知 見 で ある . 観察 細胞 
数 は 26 で ある . 















































ウラ クロ シジミ Iratsume orsedice 


WORE 2 HLOS LIE CHRELZ7:. 古い 調査 結果 で あり , スケ ッ チ は 沢山 ある が , 写真 は 8 細胞 し 
か な い . 押 す と き に あま り 力 を か け な い と MI Fig. 4) CHABAD ARIZA ZS. ヵ 24 で 小型 の 2 個 
(矢印 ) が 区 別 で きる . 強く 押す と 相同 対 が 離 れ , 亜 鈴 状 に 二 つ 結 合 し て 見 える . M2 は 写真 が な か っ た . 


ウラ ゴマ ダラ シジミ と 本 種 は , 青森 県 の 津軽 地方 で は 近年 少な く な り , 再 調査 が 出来 な を く な っ た . い 
ずれ も $ も 成虫 の 精巣 で ! ied は 観察 で き な か っ た . 























































































































ニシ ンカ ゼミ ドリ シジミ Chrysozephyrus nishikaze 

















He fio C7 ロー ジア 法 に よる 観察 で , G の 染色 体 数 は 2 ヵ , 48 (Fig. 5a) 観察 細胞 数 は 6 で ある . M1 は 
n, 24 (Fig. 5b), 観察 細胞 数 は 4 で ある . 図 中 の *2 個 は 相同 対 を 示す . 染色 体 間 に 大 き さ の 違い は ある 
eA eee さ に よる グル ー プ 分 けが 出来 な か っ た . 


分 像 像 が 少な く , 柴 色 体 の 重なり も ある が 柴 色 体 数 は し っ か り 確 認 で きる . MI は 楽 色 体 の な り が 
な いも の を 示し た が , 相同 対 が 離 れ て いて , n, 25 に 見 える の で 注意 を 要する . M1 OM (Fig. 5b) P, 右 
か ら 3 番 目 及 び $ 番 が 少し 小さ い 2 個 で ある .G(Fig. 5a) で は 小型 は 4-6 で 数 を 特定 で き な か っ た . 






























































ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ Chrysozephyrus hisamatsusanus 




















G, 2n, 48 で ある (Fig. 6a). 中 を 使っ て クロ ー ジ ア 法 に よる . 列 の 2n 染 色 体 写真 を 更に 引き 伸ばし て 切 
り 取 り , 大 き さ の 順に 2 個 ず つ 並 べた の が (Fig. Oe 一 般 に 2 ヵ 2 Be th PR 2 FH AE a A AE E TP 
べ て 示し た も の を 核 型 と 呼ぶ が , AM (Fig. 6c) の 場合 , 2 個 ず つ 並 ん だ 各 染 色 体 は 球形 で 大 きき さも あ 
| ‘ と か ら , 互い に 相同 で あぁ る 根拠 ! ren し た が っ て 仮 の 核 型 と 呼ぶ こ と に する . この 

に 仮 の 核 型 で は ある が , 染色 体 構成 が わか る 部 分 も ある . 第 1 染色 体 は 他 の も の より る も 少し 大 き 
て 24 は 他 の も の より 小さ いこ と が 指 拉 で き る. 観察 細胞 は 68 CHA. 


ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ に つい て は ぁ 24 M1, M2 (Saitoh et al., 1974b) の 報告 が あり , 本 結果 と 一 致す 
A. 2n, 48 は 新しい 知見 で ある . 仮 の 核 型 は 大 き さ の 順 ( - 並 べた が . 大 きき は 長径 だ け で は 決ま ら ず , 
個々 を の 染色 体位 置 の 再現 性 は な い . 


































































































リン ゴ シ ジ ミ Strymonidia pruni jezoensis 


2 ICG, 2n, 46 (Fig. 7), 8 細胞 が 観察 され た . 2 ヵ , 46 に は 大 型 の 2 個 (矢印 ) が 区 別 き れる . 他 の 染色 体 
も 大 き さ に 差 が あり , 4-8 個 は 小型 で ある . 前 種 同様 仮 の 核 型 を 作る つも り で 同じ 倍率 に 拡大 し た が , 

出来 た 核 弄 が 8 細胞 で 少し ずつ 異な る こと が わか っ た の で 小型 が 4-8 個 ある こと を 指摘 する だ け に 
と ど め , 核 型 を 示さ な か っ た . 


< こつ いて は ヵ , 23 (Lesse, 1952, 1960; Baliajeff, 1930; Saitoh et al., 1974a) の 報告 が あり, 2n, 46 は ヵ 
に 当たり , 本 報告 と 一 致す る . 成虫 で M1, M2 の 分 裂 細 胞 が な い の に G が 見 られ る こと は 少な く な 
染色 体 の 状態 が 良好 で な いこ と が 多く 本 種 で も そう で ある . 


以上 の 結果 か ら 染 色 体 数 を Table 1 に まとめ た . 表 中 カッ コ 内 は 過去 の 報告 で ある . 

































































#5 š 





Shirôzu & Yamamoto (1956) は Theclini を 大 きく 3 つの 系 統 に 分 け て いる . 染色 体 に つい て 報告 (本 報 
告 を 含む ) され て いる も の に つい て 見 る と 
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シジミ チョ ウ 科 7 種 の 紫色 体 = 





AI: Artopoetes (n, 23), Coreana, Ussuriana (n, 51; n, 41); Shirozua (n, 21); Thecla (n, 16) 
A2: Araragi (n, 38); Antigius (n, 23, n, 18); Chaetoprocta (n, 21), Wagimo (n, 21, 22) 

A3: Favonius, Sibataniozephyrus, Neozephyrus, Chrysozephyrus, Iratsume (n, 24) 

カッ コ 内 は 著者 記入 - 


日 本 産 の 通称 ゼ フ ィ ル ス 類 に お ける 染色 体調 査 は 7Zpozzcg 属 1 種 を 残し 24 種 に つい て 報告 きれ る こ 
と に な っ た . 






































AL ウラ ゴマ ダラ シジミ ぁ ェ 23 KA; ム モ ン ア カシ ジミ 2n, 42 特に 大 型 2, 大 型 12-14: n, 21 特大 1, 大 
型 67: ウ ラキ ン シ ジ ミ Ussuriana stygiana n, 47 (Maeki & Remington, 1961); n, 51 (阿部 未 発表 :) コン ゴ 
ウシ ジミ UU. michaelis n, 41 大 型 数 個 (阿部 , 1997); チョ ウ セ ン ア カシ ジミ Coreana raphaelis n, 51 (bi 
部 , 1997); Thecla betulae n, 16 $ M1 (Federrey, 1938) 





A1 に は ウラ ゴマ ダラ シジミ , ム モ ン ア カシ ジミ , ム モン アカ シジミ に 近 緑 (藤岡 , 1994) と され る 
Thecla betulae の よう に シジミ チョ ウ 科 の 最 頻 染色 体 数 ヵ 24 よ り 少 な い 染 色 体 数 の も の と , それ より 
著しく 多い Coreana, Ussuriana 属 が 含ま れる . Coreana, Ussuriana 属 に つい て は 別 文 で 報告 する 予定 
な の で ここ で は 省略 する . 


























ウラ ゴマ ダラ シジミ , ム モ ン ア カシ ジミ は ゼ ブ フィル ス 類 の 最 頻 染色 体 数 ヵ 24 k 0 EDR ote 
を 持ち , 大 型 の 染色 体 を 含ん で いる . BHO, 染色 体 数 の 減少 と 大 型 の 柴 色 体 の 存在 に つい て 上 抹 色 
体 の 融合 が 原因 と 説明 され る 報告 (Federlay, 1938; Maeki, 1961) が ある . ウラ ゴマ ダラ シジミ に お け 
る 大 型 の 1 個 . ム モン アカ シジミ の 2 に お ける 特に 大 きい 1 対 に お ける 1 個 ) が それ ぞ れ 2 又は 2- 
3 個 の 染色 体 が 融合 し て 生じ た と する な ら ば , TOBE n, 24, 23-24 と な る . n, 24% D DIRA 
進化 で ある こと は 確か らし い の で か な り 有 力 な 根拠 で ある . 一 方 阿部 , His | (2004) は ウラ ミス ジ シ ジ 
ミ の 特に 大 型 の 染色 体 は C- ヘ へ テロ クロ マチ ン を 含み , DNA の 多重 複 に よる 部 分 が ある こと を C- バ ン 
PRE ORR ED FIR TBY, 大 型 の 染色 体 の 起源 に は 個々 の 例 に つい て バン ド 柴 色 に よる 確認 が 
必要 で あり , 今後 の 課題 で ある . 


A1 に は 他 に も ウラ ゴマ ダラ シジミ に 近 結 と され る ウラ ゴマ ダラ ウラ キン シジミ 属 72eoyop な な や 
Coreana BIZO Gonerilia 属 , ム モ ン ア カシ ジミ 近 緑 の Cordelia 属 が あり , これ ら の 属 で は 楽 色 体 に 
関す る 知見 は な い . これ ら の 属 の 各種 な ら び に 柴 色 体 に つい て 知ら れ て いな い 種 に つい て の 調査 が 
望ま れる . 



































































































































A2: ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ Antigius attilia n, 23; ウス イロ オォ ナガ シジミ 2pm, 36 特に 大 型 2, 大 型 4-6, 中 
型 8-10 (本 報告 ), 小型 18 (本 報告 ); n, 18 大 型 4-5 (Saitoh et al., 1975); Chaetoprocta odata n, 21, 大 型 2 
(Saitoh & Abe, 1970); Wagimo signatus n, 21 (斉藤 ほか , 1952), n, 21; 22 ( 室 谷 ・ 阿 部 , 1962), (阿部 ほか , 
2004); アベ ウラ ミス ジ シ ジミ W.abein,21 (阿部 ほか , 2004); オナ オガ シジミ Araragi enthea 2n, 76 大型 
20, 点 状 小型 56; n, 38 KÆ 10-11 (阿部 ほか , 2003). 












































n, 24 よ り る も 染色 体 数 が 少な い 種 が 5 種 で , SKITIT Y & ERS ETARE ORBEA ZK 
数 個 含 む . 特に ウラ ミス ジ シ ジミ , オナ ガ シ ジ ジミ で は 2 ヵ の 大 型 染 色 体 は 短 棒状 を 星 し て いる . また 
ウラ ミス ジ シ ジミ で は ヵ 21 Qn, 42) の 大 型 2 個 の うち の 1 個 が 開裂 し , 大 型 が 1 個 減り , ヵ 22 (2n, 44) 
の 染色 体 を 持つ 地方 変異 が 生じ た と 推測 し て いる (阿部 ほか , 2004). 


VC OPOREADHM EL, AS RUE ( 多 染 色 体 Polysomy) を つく り , 柴 色 体 数 を 減じ . さら に 大 
き な 染 色 体 を いく つか 残し , 他 は 細か く 断 片 に な っ て 点 状 , 小型 染色 体 を 多数 生じ る と , 大 型 染色 体 
を いく つか 含み , 巨大 な 染色 体 数 を 示す こと に な る と LZysandra の 染色 体 に つい て Lesse (1969) が 考 
BL TWA. 
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n, 24 か ら 染 色 体 の 合 着 を 繰り 返し て ウス イロ オナ が ガ シジミ (n 18) DEDAKKHMOREACECE 
つ 柴 色 体 数 を 減じ , この 状態 か ら ウ ゥ ラミ スジ シジミ の 地方 変異 型 の と よう に 開 箇 を 繰り 返す こと で 小 
型 点 状 染 色 体 を 増加 し て , オナ ガ シ ジ ミ の よう に 大 型 い くつ か を 含む ヵ 。 38 の よう な 大 き な 柴 色 体 数 
を 生じ た と する の が 鱗 超 類 に お ける 多 柴 色 体 数 へ の 進化 の 1 つの 仮説 で ある . さら に , ウラ ミス ジ シ 
ジミ (n, 21) の 大 型 菜 色 体 は 同様 に 染色 体 藤 合 に より 生じ た と 思わ れる アベ ウラ ミス ジ シ ジミ (0,21) 
の 大 型 よ り も 更に 大 きい . その 原因 は ウラ ミス ジ シ ジミ の 大 型 に は C- へ ヘテロ クロ マチ ン が 含ま れ て 
いる (阿部 ほか , 2004) た めで ある . 
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128 阿部 東 ・ 工 藤 頁 次 





























ELT, この 大 型 染 色 体 1 個 が 開裂 を 起こ し , 2 個 と な っ て 柴 色 体 数 を 増加 し , 地方 変異 型 を 生じ た と 
の 考察 は , - ヘ へ テロ タロ マチ ン が 染色 体 大 型 化 に 関係 し て いる と 同時 に , 柴 色 体 の 切断 に も か か わり 
を 持つ 可能 性 を うか が わせ る . 残念 な が ら ム モン アカ シジミ , ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ , オナ ガ シ ジ ミ 
に つい て C- バ ンド 染色 は 行わ れ て いな い . 専門 の 方 々 に よる 調査 が 望ま れる . 






































A2 に は これ ら の 属 の ほか に も 4 つの 属 が 含ま れ て いて , 染色 体 に 関す る 情報 が な い . これ ら 未 知 の 
属 を 含め 地道 な 調査 が 染色 体 数 の 増加 と 減少 の 解明 の カギ を 与え を て くれ る も の と 思わ れる . さら に 
別 の こと で ある が , ム モ ン ア カシ ジミ と ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ の 人 色 体 間 で , 染色 体 数 は 異な る が 次 
の よう な 共通 点 を あげ る こと が 出来 る . 


C1) 共に 柴 色 体 全 体 が 大 きい . 

(2) 染色 体 の 形 が 分 裂 中 期 に な っ て も すっ きり し な い . これ 等 の 2 点 は 染色 体 の 折り た た み が ゆ る い 
こと が 原因 か も しれ な い . 

(3) BRE Ren, 24 より も か な り 少 な い (n, 215 0, 18) 染色 体 数 で ある . 

(42 ヵ の 染色 体 の 中 に 棒状 又は ひも 状 に 近い 大 型 染色 体 を 含む . 

(5)27n の 紅色 体 の 最も 大 型 の 1 対 に は 狭 窪 様 の 部 分 が 認め られ る . 


この 2 種 に お ける 2z 大 型 染 色 体 に 認め られ る くびれ は 同質 の も の か どう か も 不明 で ある が , アオ ス 
ジア ゲハ Graphium sarpedon (Macki et al., 1990), キマ ダラ モドキ (斉藤 ほか , 1991) で 報告 され , Maeki 
et al. は 過剰 染色 体 (Supernumerary-chromosome) の 出現 と 関係 する 構造 と 推定 し て いる . また ウラ ミ 
スジ シジミ の 大 型 染色 体 ( 阿 部 ほか , 2004) に つい て , 指摘 は され て いな い が 付 図 に よる 分 像 前 期 に 同 
様 の 構造 が 見 られ る . 大 型 染 色 体 の 開裂 と この 構造 と の 関連 が 不明 だ っ た の で 言及 し な か っ た も の 
で あり , 特に 大 型 で ひも 状 の 楽 色 体 の 成因 と 狭 内 状 構造 の 解明 が 待た れる . 


ム モ ン ア カシ ジミ , ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ , ミズ イロ オナ ガ シ ジ ミ , ウラ ミス ジ シ ジミ 及び Japonica 
ROHKE, 精巣 が シジミ チョ ウ 科 の 中 で も 特に 大 きく , 柴 色 体 全体 も 大 きく , 成虫 の 精巣 で 
も 各種 組 胞 の 分 像 が 行わ れ て お り , 成虫 で 染色 体 観察 が 出来 る . 精巣 が 発達 し , 精子 形成 が 成虫 で 起 
こる の は た と えば ム モ ン ア カシ ジミ の ゃ が 3 日 連続 し て 交尾 し て いた の を 観察 し た こと が あり , 同様 
に ウス イロ オナ ガ シ ジ ミ で 1*\ が 2 回 以上 交尾 し て いる の を 観察 し た こと が ある . \ が 複数 回 交尾 す 
る と いう 生活 様式 が 同じ で ある た め の 類 似 性 で あり 精巣 が 発達 し , 成虫 で も 精子 が 生産 され る と い 
う 共通 性 に つなが っ て いる も の と 思わ れる . 



































































































































































































































































































































A3: 15 種 に つい て 柴 色 体 が 報告 (Maeki, 1953a, b, Maeki & Makino, 1953; Maeki & Remington, 1961; 
Saitoh & Muroya, 1967; Saitoh et al., 1974) され て お り , いずれ も ヵ 24 で ある . 





ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ は ぁ ヵ 24 (Saitoh et al, 1974) と 報告 され , 本 報告 の 2n, 48 と 一致 する. この 報告 
で は , 柴 色 体 構成 に 関す る 指摘 は な い が , 付図 か ら 少 し だ け 大 型 の 1 個 と 少し 小型 の 1-2 個 を 確認 で 
き , 本 報告 と 一 致す る . この よう に 構成 する 菜 色 体 の 大 きき さ に 差 が あっ て も 差 が 小さ いと き に は 見 逃 
され る こと が 多い . 特に 減数 第 1 分 像 の 染色 体 の 場合 押し つぶ し 法 や ヤク ロー ジア 法 で は 相同 紫色 体 
が 2 つ 対 合 し て 見 える の で 大 き さ の 判定 が 難し い . 


ニシ カゼ ミド リ シ ジ ミ で は G, M1 と も 観察 細胞 数 が 少な く 確 実 性 は 低い と 思わ れる が , 大 型 の 染色 
体 を 区 別 で き な か っ た . し か し で で 小型 は 4-6 個数 を え られ, 細胞 に より 異な っ て いた . M で は 2 個 の 
小型 を 確認 で きた . 


ウラ クロ ミド リ シ ジ ミ で も 小型 の 2 個 が 区 別 で き , A3 で は ヵ , 24: 小型 2 が 共通 する 特徴 か も し れ な 
Ww. その こと は , Satoh et al. (1974) に よる 付図 か ら も うか が える . や は り 2z の 染色 体 を 含む 再 調査 が 
必要 で あろ う . 


上 記 よ り ., ヒサ マッ ミド リ シ ジ ミ の 染色 体 は 2m に 大 型 染色 体 2 個 4 で は 1 個 ) を 含む こと で ニシ カ 
ゼミ ドリ シジミ , ウラ クロ ミド リ シ ジ ミ の 染色 体 と 異な っ て いる . A3 に 属す る 各種 で は 染色 体 数 が 
n 24 で 同じ で ある こと か ら , 種 分 化 に 核 型 の 変化 が 伴わ な い 例 と 考え られ て きた . Goodpasture 
(1976) は 2n に お ける 各 染 色 体 の 長き さき を 測り , 相同 対 ご と の 平均 値 を 求め , 長き の 順に スポ ッ ト し て 
得 ら れる カー ブ の 形 や 柴 色 体長 の 総和 を 検討 し , 種々 の 楽 色 体 の 特徴 を 分 析 す る 方 法 を 提案 し て い 
A. し か し ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ に つい て 試み る と 楽 色 体 の 大 き さ が 長径 だ け で は 決ま ら な か っ た 
り , 8-10 番 の 6 個 , 14-20 番 の 14 個 が それ ぞ れ 大 きき で 区 別 が で きず , 6 個 , 14 個 ずつ まとめ て 平均 し 
た 値 を 使わ ざる を 得 な か っ た り し た が 結果 を (Fig. 6d) に 示 し た . 
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点 状 染色 体 の 大 きる は 長径 を 測定 する だ け で は 分 か ら な いこ と が 多い . SNILREROKN IS te 

こよ る も の だ か ら で , 形 も 実際 は 多様 で ある . 従っ て 細か い 数 値 に と ら わ れず 大 き な カ ー ブ を 比較 す 
る し か な い . それ で ゃ も 仮 の 核 型 や Higs 6c。 d の グラ フ か ら 第 1 ee し 大 きく 23, 24 番 が 少し 小 
さい こと が 良く わか る . 他 種 に つい て も ヒサ マツ ミド リ シ ジ ミ に お ける よう に 仮 の 核 型 , ま た 柴 色 体 
の 大 小 の グラ ブフ を 作っ て 比較 する こと で 同 異 が 更に 詳し く meena は ず で ある . 


カラ スシ ジミ 属 で は $ 種 の 上 染色 体 が 報告 きれ て いる . カ ラス シジミ Strymonidia w-album n, 43; ミヤ マ 
カラ スシ ジミ 8S.meran,22; ベニ モン カラ スシ ジミ S. iyonis n, 20 (Saitoh et al., 1974); S. formosana n, 24 
(Saitoh & Muroya, 1967); リン ゴゴ シジミ S. pruni n, 23 (Lesse, 1952, 1960; Beliajeff, 1930; Saitoh et al., 
1974) CHA. 染色 体 数 が 種 毎 に 異な る が ゞ . formosa Dn, 24 から 他 の 種 は 核 型 進化 に よっ て ヵ 23-20 
に 数 を 減ら し た も の で あろ うと 考え られ る . 


リン ゴゴ シジミ は 2z, 46, 大 型 染 色 体 1 対 で ある . これ は ヵ , 23, 大 型 # 個 に 対応 し , 原 系 統 の ヵ 247-5 4e 
色 体 融 合 に より 大 型 1 個 を 生じ , 数 が 1 個 減 少し て ヵ 23 が 生じ た と 考え られ る 典型 的 な ケー ス で あ 
る 















































































































































カラ スシ ジミ 属 に は 中 国 , 朝鮮 沿海 州 な ど 他 に 数 種 が 知ら れ て いる . これ ら 柴 色 体 に つい て 未知 の 
種 の 調査 が 必要 で ある . 
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材料 の 提供 な ら び に ご 指導 を いた だ いた 高橋 真弓 氏 , 採集 の ご 案内 を し て いた だ いた A Yu 
BEDRE te DUCALE CHE 7 EV RAR AE Ob RAL EFS. こと に ウラ 
ゴマ ダラ シジミ , ウ ラク ロ シ ジ ミ の 調査 は 斉藤 博士 と 共同 で 行っ た も の で ある . 
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Summary 


Spermatogonial and spermatocyte chromosomes of seven species of the Theclini, Lycaenidae were examined 
with the squash, paraffin section and Crozier techniques. The diploid chromosome number was found to be 
2n, 48 for Chrysozephyrus nishikaze, and C. hisamatsusanus, 2n, 42 for Shirozua jonasi, 2n, 46 for 
Strymonidia pruni, and 2n, 36 for Antigius butleri. The haploid chromosome number was found to be n, 23 
for Artopoetes pryeri and Strymonidia pruni, n, 21 for Shirozua jonasi; n, 24 for Iratsume orsedice and 
Chrysozephyrus nishikaze. 
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